
 

令和元年度実施事業（平成 30 年度採択）                  

種 別 行政提案型 市民提案型 

提案団体 DEJIMA  BASE 
Moshyw（もうセクハラを許さない 

女たちの会・ながさき） 

市担当課 出島復元整備室 学校教育課 

事業名 
出島表門橋公園の賑わい創出に向けた 

社会実験事業 
スクール・セクハラ防止啓発事業 

事業目的 

出島表門橋公園の賑わい創出に向け、実験

的に様々な企画を実施し、市民が知る→体験

する→参加するというサイクルをとおし、市

（マーケット）を市民とつくっていくこと

で、日常的な賑わいを創出する。 

スクール・セクハラに悩む子どもたちをなく

すため、また教職員がセクハラの加害者になら

ないために、スクール・セクハラ防止のための

ハンドブック（事例集）を作成し、「教職員向

けスクール・セクハラ防止研修」を実施する。 

事業内容 

１．ニーズの把握 

・出島表門橋公園で求められているニーズの

把握を行う。 

・利活用ワークショップの結果 

・イベント実施団体へのヒアリング 

・街頭アンケート（市民、観光客）  

２．企画ＷＳの開催（3～4回） 

・賑わい創出に向けて実施する企画をＷＳで

決定する 

３．ワークショップ企画の開催 

・ワークショップで決定した単独イベントを

開催する。 

・提案者が主催者となり開催 

・実施後、感想、課題などヒアリングを行う。 

 

１．教職員向けスクール・セクハラ防止研修の

実施 

・小学校1校、中学校1校の研修を2回実施 

・事例中心の資料をもとに、座学とディスカッ

ション・意見発表、研修を受けての感想文記

載などの体験型研修を９０分程度実施 

【実施日程】７月～８月の夏休み期間中  

 

２．研修を実施して得た効果を反映したスクー

ル・セクハラ防止のためのハンドブック（事

例集）を作成する 

・小、中学校の教職員にデータで配布するハ 

ンドブックを作成する。 

 

経費種別 委託料 委託料 

事業費総額 966,000 円  387,000 円  

本市負担額 966,000 円     387,000 円  

 

 

 

長崎市提案型協働事業 



 

 

 

種 別 市民提案型 市民提案型 

提案団体 とらねこ文庫 NPO 法人ながさきエコネット 

市担当課 市立図書館 農林振興課 

事業名 絵本で子育て応援“おひざで絵本”事業 
茂木南部地区における市民も参加できる営農

環境の保全事業 

事業目的 

・絵本とわらべうたを使った“おひざで絵本”に

より、乳幼児と保護者に絵本でのふれあ 

 い体験と居場所を提供することで、子育て 

 に不安を持つ人の気持ちを和らげるととも 

に、子育て中の人をつなぐ。 

・研修を通して絵本が子育て支援のツールに 

なることを地域の子育て支援者に理解して 

もらい、絵本を活用し、子育てをあたたか 

く見守る人を地域に増やす。 

・参加した保護者と一緒に乳幼児向け絵本の 

ブックリストを作成し、親子が月齢に応じ 

て、良い絵本を選びやすくなるようにす

る。 

茂木南部地区：大崎集落の「人・農地プラン

整備計画」に準拠し、大崎集落の市民活動を支

援し、日本一のびわ産地を維持するために営農

環境の保全と人の交流を創る環境を構築する。 

事業内容 

①“おひざで絵本”を月１回開催する。 

  全体９０分で構成。 

②地域でこの事業に賛同し活動するボランテ 

ィアを育成するために、絵本とわらべうた 

や読み聞かせ、子育てに関する研修会を年 

４回開催する。 

③乳幼児向け絵本のブックリスト(０～２歳児 

向けの絵本を主に、３～６歳向けの絵本も 

紹介）を文庫メンバーと参加者、図書館ス 

タッフが協力して作成し、“おひざで絵本”に 

参加した子育て中の人に配布する。 

 

１．営農環境整備活動 

①放任農地の整備 

②持続的な営農に向けた関係者間の役割分担

の確立（議論） 

③オーナー制度のスキーム確立（事例調査） 

２．訪問者を創り出す活動 

①個人やグループを対象とした農産物収穫や

営農作業の体験（4回） 

②シェアリングネイチャーによる活動 

③広報 

④日本一のびわ産地維持に向けた活動の価値

を評価（アンケート調査） 

３．持続的活動へ向けた主体づくり活動 

経費種別 委託料 委託料 

事業費総額 775,000 円  982,000 円  

本市負担額 775,000 円     982,000 円  

 


